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【手続補正書】
【提出日】平成24年11月16日(2012.11.16)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　光ディスクに記録された情報を再生する光ディスク再生装置であって、
　レーザー光を照射するレーザー光源と、
　前記レーザー光を前記光ディスクに照射したときの反射光から得られる再生信号を所定
の目標等化特性に等化する適応等化回路と、
　前記適応等化回路の出力波形から２値化信号を生成する２値化回路と、
　再生信号に同期したクロック信号と前記適応等化回路の出力波形の位相ずれ量を検出す
る位相ずれ検出回路と、を具備し、
　光ディスクから情報再生を行う際は、得られる再生信号を前記適応等化回路を介して２
値化回路に入力して情報再生を行い、
　記録ストラテジを調整する際は、ＦＩＲフィルタである前記適応等化回路のＮ個の乗算
器の係数値を順にＣ１からＣＮとしたとき、ｘ（１≦ｘ≦Ｎ, ｘ:整数）番目の係数値Ｃ
ｘと（Ｎ－ｘ＋１）番目の係数値Ｃ（Ｎ－ｘ＋１）とが等しくなるように補正をすること
を特徴とする光ディスク再生装置。
【請求項２】
　光ディスクに記録された情報を再生する光ディスク再生方法であって、
　レーザー光を前記光ディスクに照射するステップと、
　前記レーザー光を前記光ディスクに照射したときの反射光から得られる再生信号を、適
応等化回路により所定の目標等化特性に等化するステップと、
　前記適応等化回路の出力波形から２値化信号を２値化回路により生成するステップと、



(2) JP 2012-256422 A5 2013.2.14

　再生信号に同期したクロック信号と前記適応等化回路の出力波形の位相ずれ量を検出す
るステップと、を備え、
　光ディスクから情報再生を行う際は、得られる再生信号を前記適応等化回路を介して２
値化回路に入力して情報再生を行い、
　記録ストラテジを調整する際は、ＦＩＲフィルタである前記適応等化回路のＮ個の乗算
器の係数値を順にＣ１からＣＮとしたとき、ｘ（１≦ｘ≦Ｎ, ｘ:整数）番目の係数値Ｃ
ｘと（Ｎ－ｘ＋１）番目の係数値Ｃ（Ｎ－ｘ＋１）とが等しくなるように補正をすること
を特徴とする光ディスク再生方法。
【請求項３】
　光ディスクに記録された情報を再生する光ディスク再生装置であって、
　レーザー光を照射するレーザー光源と、
　前記レーザー光を前記光ディスクに照射したときの反射光から得られる再生信号を所定
の目標等化特性に等化する適応等化回路と、
　前記適応等化回路の出力波形から２値化信号を生成する２値化回路と、を具備し、
　光ディスクから情報の再生を行う際、得られる再生信号を前記適応等化回路を介して前
記２値化回路に入力して情報の再生を行い、
　前記情報は、ＦＩＲフィルタである前記適応等化回路のＮ個の乗算器の係数値を順にＣ
１からＣＮとしたとき、ｘ（１≦ｘ≦Ｎ, ｘ:整数）番目の係数値Ｃｘと（Ｎ－ｘ＋１）
番目の係数値Ｃ（Ｎ－ｘ＋１）とが等しくなるように補正をし、再生信号に同期したクロ
ック信号と前記適応等化回路の出力波形の位相ずれ量が最小となるように調整された記録
ストラテジを用いて記録された情報である、光ディスク再生装置。
【請求項４】
　光ディスクに記録された情報を再生する光ディスク再生方法であって、
　レーザー光を前記光ディスクに照射するステップと、
　前記レーザー光を前記光ディスクに照射したときの反射光から得られる再生信号を、適
応等化回路により所定の目標等化特性に等化するステップと、
　前記適応等化回路の出力波形から２値化信号を２値化回路により生成するステップと、
を備え、
　前記情報は、ＦＩＲフィルタである前記適応等化回路のＮ個の乗算器の係数値を順にＣ
１からＣＮとしたとき、ｘ（１≦ｘ≦Ｎ, ｘ:整数）番目の係数値Ｃｘと（Ｎ－ｘ＋１）
番目の係数値Ｃ（Ｎ－ｘ＋１）とが等しくなるように補正をし、再生信号に同期したクロ
ック信号と前記適応等化回路の出力波形の位相ずれ量が最小となるように調整された記録
ストラテジを用いて記録された情報である、光ディスク再生方法。
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